
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1. 

 〔特集〕 当院の救急センターについて 
当院の専門分野を紹介する特集ページです。今回は「救急センター」を紹介します。 

【救急センターについて】 

救急センターは救急室と中央処置室で構成されており、内科系・外科系外

来からのアクセスが比較的良好な１階の外来部門にあります。救急車で搬送

された患者さんは、救急入口より救急室へ直接入室できます。救急室には体

外式超音波診断装置、人工呼吸器、AED 等を常備し、また、救急センターよ

りアクセスのよい同一フロアに CT、MRI、X 線等の画像診断装置を配備して

います。救急室に配置した診察室では電子カルテを用い患者さん、ご家族へ

の病状説明等を行っています。隣接する中央処置室には、処置ベッド７床を

備え、救急外来業務を行うとともに、各診療科から出された通常の処置、検

査、点滴、注射等も行っています。 
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【救急医療体制について】 

我が国では救急医療体制として初期、二次、三次と重症度・緊急性に応じて段階的に対応する体制が確立されてい

ます。初期救急は帰宅可能な患者さんへの対応で、主にかかりつけ医や当番医等で対応していただいています。二次

救急は、一般の急性期病院で対応可能な軽症患者より程度が重い救急患者に対応するものです。当院は広島県の二次

救急医療機関で、救急隊により搬送される救急患者の医療を担当する、知事が認定した救急告示医療機関となってい

ます。また休日・夜間に入院を要する重症救急患者に対応する日が決められている病院群輪番制に参加しており、広

島市を中心とした医療圏、特に東区の中核病院として内科系、外科系を問わず初期･二次救急の救急患者を幅広く受け

入れています。さらに高度な治療が必要な場合には、三次救急医療機関と連携して対応を行っています。 

【診療体制の目標】 

最新の医療知識と技術導入を行い、医師、看護師、放射線技師、臨床検査技師、薬剤師などの多職種と連携を図

りながら、不安な思いを抱えて救急搬送される患者さんやご家族に寄り添い、迅速かつ、安全な医療が提供できる

ようスタッフ一同心がけています。 

                               救急センター主任部長 吉田成人 
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                                             診療科のご紹介 

2. 

呼吸器内科は日本呼吸器学会、日本アレルギー学会、日本病院総

合診療医学会の学会認定施設であり、常勤医３名と非常勤医３名が

呼吸器疾患と内分泌・代謝疾患の診療を行っています。私たちの役

割は、かかりつけ医である開業医の先生と連携し、患者さんにとっ

て敷居の低い専門医として、相談いただける存在であるということ

だと考えています。常勤医が慢性閉塞性肺疾患（COPD）をはじめと

する慢性呼吸不全、間質性肺炎、気管支喘息、肺癌、肺炎などの呼

吸器疾患について、診療指針に準拠した標準治療を行っています。

標準治療とは科学的根拠に基づいた、現時点で利用できる治療効果

と安全性が最良である治療を意味します。専門外来では睡眠時無呼

吸外来、禁煙外来、毒ガス外来、アスベスト検診を実施しています。

糖尿病専門医外来は非常勤医（広島大学病院の専門医）による外来

診療を週３回（火・水・金の午前中）に実施しています。専門外来

受診については予約制となっておりますので、地域医療連携室にお

問い合わせください。 

呼吸器内科主任部長 峠岡康幸 たおおか やすゆき 

 

専門医による標準治療を提供します 

呼吸器内科 

 

ホームページに当院年報を掲出しています。 

 

連携医療機関のご紹介 
木村整形外科リハビリ・ペインクリニック（広島市東区） 
今回は「木村整形外科リハビリ・ペインクリニック」の院長の木村修司先生にお話を伺いました。 

 

 

 

クリニックの特徴 
 

 
当院は 2010年４月に開院し、一般的な整形外科疾患（脊椎、肋骨、骨盤、上肢、

下肢の運動器の異常や外傷、骨粗鬆症）の治療とリハビリ（理学・作業療法士によ

る運動器療法と物理療法）、ペインクリニック（整形外科的なブロック注射や投薬）

を行っています。予約制ではないので、患者さんの都合の良い時に受診していただ

けます。同じフロアに、内科、精神科、婦人科、歯科、薬局があります。 

診療で大切にしていること 

的確な診断と治療を行い、患者さんの痛みや不安が和らぎ、受診して良かっ

たと思っていただけるよう心がけています。当院で治療できる疾患とできない

疾患の見極めと、その紹介のタイミングにも注意を払っています。 

JR広島病院に期待すること 

紹介させていただいた患者さんをいつも快く診ていただき、また、MRI や

CT検査の鮮明な画質と明確で迅速な読影にとても感謝しています。今後も、

JR広島病院が専門領域の治療に特化専念できるよう、開業医をしっかり利用

していただければと思います。 

木村整形外科リハビリ・ペインクリニック（整形外科、リハビリテーション科、ペインクリニック） 
住所：〒732-0053 広島市東区若草町 11-2 グランアークテラス３階 
電話：082-264-5566     院長：木村 修司 



今回は「金谷医院」の院長の金谷雄生先生にお話を伺いました。 

3. 

金谷医院（内科,消化器科,呼吸器科） 
住所：〒732-0029 広島市東区福田 1丁目 724-1 
電話：082-899-8000     院長：金谷 雄生 

金谷医院 （広島市東区） 

 

日々の診療、訪問診療、往診、学校検診、予防接種、産業医等、地元のかか

りつけ医として何でも相談してもらえる医院を目指し、日々取り組んでいま

す。まずは、「金谷医院に相談しよう」が、コンセプトです。 

昭和 55 年に、父が無医村であった福田に外科内科医院を開業しました。平

成４年から平成 20 年まで父と二人で診療しておりましが、父が他界し現在は

医療法人社団金谷医院として診療しております。 

東区で開業医として診療するにあたり JR 広島病院はなくてはならない存在で、日常の患者さんの紹介、救

急患者の受け入れ、在宅患者急変時の受け入れ等、開業医にとっては頼りになる病院です。JR広島病院の医師、

看護師をはじめ地域医療連携室の皆さんには大変お世話になっております。 

また、東区医師会長として、東区医師会活動において JR 広島病院は東区の地域医療、多職種による医療介

護連携の中心的存在で、東区版地域包括ケアシステム（地域完結型医療）、東区医師会在宅医療支援ネットワ

ーク（東区在宅ネット～在宅主治医の紹介～）、東区フェイスネット～ICT による多職種連携～、東区アドネ

ット～急変時の入院～）、になくてはならない病院です。 

予定では 2030年、二葉の里に移転してくる新病院に JR広島病院も統合されます。東区の開業医として新病

院になっても現在のように地元に密着した病院になることを期待しておりますが、現在発表されている構想で

は疑問符がつきます。しかし、東区医師会としては医師同士の連携、地域医療連携室との連携を密にして何と

か対応していただければと思っております。今度ともよろしくお願いします。 

〒732-0057 広島市東区二葉の里３丁目 1-36 

Tel:082-262-1171  Fax:082-262-1499 
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